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外国人街の観光地化と民族関係
―群馬県大泉町のブラジル人街を例に―
丸　山　奈　穂
Inﬂ uence of Ethnic Neighborhood Tourism on Ethnic Relations: 
A Case Study of Oizumi Town, Gunma, Japan
Naho MARUYAMA
Abstract
　　In the past several decades, an ethnic neighborhood, an area with high concentration of a 
particular ethnic group, has been transformed to be a place of leisure and tourism. The goal of 
this research was to explore the background of the ethnic neighborhood tourism in Oizumi town, 
Gunma prefecture, and to examine how the development process of the tourism had the 
influences on the ethnic relations between Japanese residents (ethnic majority) and Brazilian 
residents (ethnic minority). The in-depth interviews with seven business owners who live in 
Oizumi revealed that the residents in Oizumi opposed to development of tourism focusing on 
Brazilian culture because the Japanese residents do not perceive that positive relationships have 
not been built with Brazilian residents and that there are few economic beneﬁ ts from the tourism. 
The analyses of this study suggest that ethnic neighborhood tourism in Oizumi town heightened, 
rather than mitigated, the tensions between Japanese and Brazilian residents. 
　Key words:  Gunma prefecture, Oizumi town, Brazilian quarter, making a foreigners’ town as a 
tourist site, ethnic relations
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Ⅰ．はじめに
　観光研究において、観光地に住む住民の「エスニシティ」（民族性や、その民族の特徴）は、
焦点の一つとなっている。民族の特徴を表す食べ物、衣服、お祭り、工芸品などに加え、居住地
そのものも、「エキゾチック」なものを求める観光客へ展示されるようになった。このようなエ
スニシティの展示は、国際観光のみならず国内観光でも行われている。アメリカやオーストラリ
アなどの多民族国家では、特定の民族が固まって居住する外国人居住区（以下、外国人街）が、
レジャーや観光のための場所として変化している（Aytar and Rath 2012; Drew 2011; Shaw, 
Bagwell, and Karmowska 2004）。北アメリカ各地にある中華街やロスアンジェルスやサンパウ
ロ（ブラジル）の日本人街、シンガポールのインド人街などがその例である。日本でも、横浜や
神戸等にある中華街、新大久保（東京）や鶴橋（大阪）の韓国人街、また最近では群馬県のブラ
ジル人街が観光地として宣伝されている。近年の観光研究では、そのような外国人街の観光地化
の利点およびマイナス点についての研究がなされている（see Drew 2011: Santos and Yang 
2008: Shaw, Bagwell, and Karmowska 2004）。
　本研究の目的は、群馬県邑楽郡大泉町がブラジル人街として観光地化される背景を探ること、
及び、その観光地化が日本人とブラジル人という二つのエスニックグループの関係にどのような
影響を与えているかをすることである。本研究では、特に日本人住民の考えに焦点をあてた。
Ⅱ．外国人街の観光地化が地域に与える影響
　近年の研究でエスニック観光の利点および弊害が明らかにされてきた。エスニック観光におい
ては、通常、地元民であるエスニックマイノリティの文化に対して、観光客であるエスニックマ
ジョリティが「観光のまなざし」を注ぐ（Urry 1990）。その観光客のまなざしには、「観光地は
こうあるべき」という観光客の期待が含まれており、その期待と現実に違いがあるとき、受け入
れ側の文化は観光客の期待に沿った変化を求められ、結果文化が商品化されるとUrryは述べてい
る。このような観光のまなざしは、一般的には、国際観光、特に先進国から発展途上国への観光
活動においてみられる構造だが、国内観光においてもこの構造が当てはまる場合がある。例えば、
国内において先住民族の居住区での観光活動（Laxon 1991）や、外国人街への観光活動が当て
はまるといえよう。
　Santos・Yang（2008）は、外国人街への観光客の主な目的は、自分とは違う「多民族」をま
なざすことにあり、その結果、外国人街の住民は、「エキゾチック」な食べ物や、エンターテイ
ンメントに対する期待に応える必要が出てくると述べている。数組の研究者（Shaw, Bagwell, & 
Karmowska 2004;Drew 2011）は、この構造のもとで起こる問題点として、展示の真正性
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（Authenticity）の問題や、観光客と受け入れ側の間のパワーの不均衡などを挙げている。例えば
Santos・Yang（2008）は、ワシントンD.Cの中華街の中国系住民が、観光客の期待に応えるため
に「中国人らしさ」を演じている一方で、そのような表象が本物（Authentic）ではないと気付
いていると述べている。加えて、外国人街の観光地化は、観光客のニーズのみを満たすために町
を「ディズニーランド化」してしまい、民族や階層間の緊張を高める結果となり得る（Aytar 
andRath 2012; Judd 1999）。その例として、Hendeson（2002）は、シンガポールの中国人街
では、観光地化によって、賃料が上がり、伝統的な行商人や個人商店が町を出て行くことになり、
変わりにチェーン店が町を占めることになったと説明している。そのため、現在の中国人街は、
地元民のニーズが満たされていないと述べている。また、観光客を惹きつけるためには、外国人
街を安全なで楽しい場所として宣伝する必要があり、政治的な衝突や、犯罪、社会的な格差、人
種差別など、外国人街が直面する現実が隠されてしまう点も指摘されている（Gordon and 
Newﬁ eld 1996; Santos and Yang 2008）。
　一方で、外国人街を観光地化するメリットも報告されている。まず、２世以降の移住席で生ま
れ育った世代にとっては、外国人街は祖国の文化に対する知識を得る場所となり得る（Conforti 
1996）。実際にニューヨークの中華街や、イタリアン街を訪れる観光客の過半数が中国系アメリ
カ人やイタリア系アメリカ人だという。また、外国人街に観光客が訪れることで、移民文化や移
民が国の発展に対して果たした役割などが広く社会に知られるという利点もある（Conforti 
1996; Hitchcock 1999; Pang and Rath 2007）。加えて、観光産業が盛んになることで、雇用（特
にスキルがない人に対しても）促進されるという面も報告されている（Conforti 1996; Santos 
and Yang 2008）。
　外国人街の観光地化が民族関係に与える影響も研究の焦点の一つである（Jamison 1999; 
Palmer 2007）。外国人街の観光地化は、一つの地域に複数の民族が居住している場合、民族関
係に対照的な影響を与える可能性がある。一方で、観光地化は、住民にとっての共通の目標もし
くは共通の脅威となり、それに対応するために、民族間の協力関係が築かれる場合がある
（Henderson 2003; Gamper 1981）。Palmer（2007）は中央アジアのキルギスタンにおける観光
客向けの文化の展示についての調査を行った。その調査によれば、キルギスタンには、80以上
の違う民族が居住しているにも関わらず、観光客に見せられるのは、ほとんどキルギス民族の文
化である。しかし、住民たちには、観光で成功するという共通の目的があり、そのために「珍し
いもの」を見せることが大切と理解しているため、この偏った展示方法も地域内ではほとんど問
題視されていないという。その一方で、観光産業が外国人街に参入することで、その利益を巡っ
て、民族間の競争が激しくなることも指摘されている（Jamison 1999）。
　ここまで示してきたように、先行研究によって、外国人街の観光地化が地域や民族関係に与え
る影響が明らかにされてきた。しかし、多くの外国人街の観光地化に関する研究は、その地域に
住む「外国人」（エスニックマイノリティ）の立場から行われている。逆に言えば、外国人街や
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その周辺に住民として暮らすエスニックマジョリティの視点から行われた研究は少ない。そこで、
本研究では、日本のブラジル人街周辺に住む日本人住民を対象に調査を実施する。
Ⅲ．日本におけるブラジル移民
　日本におけるブラジル系移民のユニークな点は、受け入れ国（日本）の国民と移民（ブラジル
人）との間に、民族的な共通点があることである。つまり、日本に移住したブラジル人やその家
族は、一般的に「日系ブラジル人」と呼ばれる、ブラジルへ移住した日本人もしくはその子孫に
あたる（Tsuzuki 2000）。日本からブラジルへの移住は1908年に開始された（Makabe 1981）。コー
ヒー農場で働くために、およそ800名がサンパウロに到着した。1920年代には、日本国内で財
政危機が起こり、アメリカではアジア人排斥法が施行されたため、日本政府は積極的にブラジル
への移住を推進し、その結果、1924年から1941年の間に、さらに158,000人がブラジルに移住
した（Suzuki 1969）。当時の移民の希望はブラジルでしばらく働いた後、日本に帰ることだっ
たが、ほとんどの移民がブラジルに残ることとなった（Nakamura 2008）。第二次世界大戦後の
1953年から最後の移民船が出発した1973年にかけて、さらに55,000人がブラジルへと渡った。
外務省によると、2011年の時点で、約150万人の日本人とその子孫がブラジルに在住している。
　日系ブラジル人のリターンマイグレーション、もしくは「還流型移住」は1980年代に始まった。
大量の日系ブラジル人が日本に移住することになった背景には、複数の要因がある（Tsuda 
1999）。まず、1980年代のブラジルにおける経済危機が挙げられる。多くの日系ブラジル人は
比較的高学歴であるため、失業することは少なかったが、収入の減少や購買能力の低下に直面し
ていた。同時期に、日本では、バブル景気が起こり、人手不足に陥った。少子高齢化による労働
人口の低下に加え、若い人が工場での労働を「３ｋ」（キツイ、汚い、危険）として敬遠するよ
うになったことで、工場労働者不足が深刻な問題となった。この人材不足を補うために、日本政
府は、1989年に出入国管理法を改正し、それによって、３世までの日系人とその家族は、更新
可能で職種に制限のない長期ビザを取得することが可能になった（Tsuda and Cornelius 2004）。
　この法改正によって、日本に在留資格を持ちながら在住するブラジル人の数は、1989年の
14,528人から1992年には147,803人へと飛躍的に増えた（Tsuda 1999）。その数は、日本が不
景気に陥った1990年代中盤以降も増え続け、2007年には316,967人に上った（法務局、n.d.）。
2008年以降は、リーマンショックや東日本大震災の影響を受けて、日本に在住するブラジル人
の数は減少傾向にあるが、2013年の統計では、185,644名のブラジル人が外国人登録されており、
これは、国別にみると中国人、韓国人、フィリピン人に続いて、４番目に多い外国人登録者数と
なっている。
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Ⅳ．研究方法
　本研究では、大泉に在住している日本人で、かつ大泉町で事業を営む経営者を研究対象とし、
７人に半構造化面接を行った。面接対象は、有為サンプリング方法によって抽出された。面接調
査は、2012年８月から2013年４月の間に実施された。面接では、主に主に１．大泉町の観光地
化の現状、２．ブラジルタウンとして町を観光地化することに関する是非とその理由、３．今後
町として観光地化をどう進めていくべきか、の３点について意見を聞いた。ただ、これらの点に
限らず、参加者には様々な点について、自由に意見を述べてもらった。一回のインタビューは１
時間から１時間半ほどで、内容は録音され、分析のために文章化された。
　分析にはグラウンディッドセオリーが用いられた。分析は、以下のように進められた。まず、
最初に段落ごとに解読し、オープンコーディングを行い、段落や文章を切片化した。次にそのコー
ドをカテゴリーにまとめ、さらにカテゴリー同志の結びつきを見つけた。この作業をそれぞれの
インタビューごとに行い、コードとカテゴリー、その結びつきを比較し、類似点と相違点を検討
することで、適切なパターンを考察し、このパターンを基に仮説をたて、さらに分析を進めた。
分析作業には、Atlas.ti（質的データ分析支援用ソフト）が用いられた。
Ⅴ．分析結果
（１）大泉町におけるブラジル人街の形成とその観光地化
　群馬県邑楽郡大泉町（以下、大泉町）は、群馬県の南東に位置する。長年工業が盛んな町であ
り、住民の約55%が、味の素や凸版印刷、パナソニック（前三洋電機）などの工場やその関連の
中小企業に従事しているとみられている（濱田2006）。人口は、2010年の国勢調査によれば
40,257人で、そのうち5,223人（約12%）の外国人住民をふくむ（大泉町、2014）。また、5,223
人のうち、3,678人（全体の９%）がブラジル人である。これは全国の自治体で最も高い比率となっ
ている。
　大泉町の経済は2010年ごろまでは安定しており、35年間地方交付税不交付団体であったが、パ
ナソニックなど根幹産業の業績不振により、2011年から交付団体となった（大泉町2013）2007
年には、町の経済の多様化を目指し、大泉町観光協会が設立された。そして、ブラジル人住民の
多さを活かして、ブラジル文化が大泉の主要な観光資源として認識され、サンバフェスティバル
（「大泉カルナバル」）やブラジルタウン街歩きツアーなどのイベントが開催されるようになった。
　大泉町へのブラジル人の流入は、1980年代後半に始まった（Tsuzuki 2000）。当時、国内の
他の工業都市と同様に、大泉町も深刻な人手不足に陥っており、その解決策として、当時の市長
が、ブラジル人労働者を、ブローカーを通さず直接雇用するための団体を町内に設立する案を打
ち出した。その案に従い、入管法改正が成された年に、地元の中小企業32社によって東毛地区
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雇用安定促進協議会が設立された。同時にブラジル、サンパウロにも事務所が設立され、日系ブ
ラジル人の求人が行われた（上毛新聞社 1997）。また、増加するブラジル系移民やその子供た
ちに対応するために、地元の小中学校では、日本語クラスが開講され、町役場はポルトガル語と
日本とのバイリンガル職員を雇った（濱田 2006）。1995年には、大泉町に外国人登録をしてい
る住民は3848人に上った。これは、町の人口の9.36％に当たり、大泉町は、「日本一ブラジル人
の比率が高い町」として、知られるようになった。
　そのブラジル人住民の多さから、大泉町は、多文化共生のモデルタウンとしても取り上げられ
るようになるが、一方で、ブラジル人住民と日本人住民の間の文化的な違いによる摩擦や対立も
問題となった（Tsuda 2003）。Tsuda（1999）によると、もともと日本政府が日系ブラジル人を
含む日系人を移民として積極的に受け入れた背景には、共通の祖先、もしくは「血縁関係」に基
づく日系人に対しての親近感があるという。要するに、日系人は、民族的には、日本人であり、
彼らの中には日本の文化が根付いているはずなので、他の外国人に比べて、簡単に日本社会に同
化するだろうと推測されていた。別の言い方をすれば、日系人を移民として受け入れることは、
人手不足を解消しながら、日本の民族的な純一性と入管法の排他性を守るための効果的な方法と
考えられていたのである。しかし、「民族的な同一性」にも関わらず、日系人と日本人の間の摩
擦は、移民の数が増えるに連れて表面化した。ブラジル人の比率が高い大泉町もその例外ではく、
例えば子供の学校の問題、移民間の高い失業率、健康保険未加入問題などが頻繁に取り上げられ
るようになった（Tsuda 2003）。
　現在、大泉町では、サンバフェスティバルや街歩きツアーに加えて、不定期だが、はとバスツ
アー等を通じて、東京からのツアー客を誘致している。2013年６月にサッカー日本代表チーム
がブラジルで行われるワールドカップへの出場権を獲得した後、東武線西小泉駅には、インフォ
メーションブースが設けられ、「ようこそ、日本のブラジルおおいずみへ」というフレーズと共に、
ブラジルの国旗の写真が大きく見せられ、町のイベント情報や地図が配布されている（写真１）。
駅の入り口には、それまではなかった大判の観光マップが設置された（写真２）。また、駅前には、
群馬県のマスコットキャラクターである「ぐんまちゃん」とブラジル国旗などをペイントしたタ
クシー（写真３）が待機しているなど、2014年ワールドカップおよび2016年のリオデジャネイ
ロオリンピックに向けて、町を「ブラジルタウン」として定着させようという動きがみられる。
　しかし、大泉町の観光産業は、まだ初期段階であるといえる。例えば、年間の入込客数は
2013年時点では204,200人とされているが、この数は、同じ群馬県内の草津（5,693,900人）や
前橋（2,764,900人）に比べて、かなり低い（群馬県企画部統計課 2014）。また、同じ統計では、
大泉町に宿泊する観光客は年間を通してゼロとなっている。また、駅に設置されたインフォメー
ションブースも、イベントが行われているときだけ開いている。
　続けて、面接調査の結果を述べる。分析の結果、本研究の目的である日本人とブラジル人とい
う二つのエスニックグループの関係に関して、３つのテーマが浮かび上がってきた。
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（２）「ブラジルタウン」として観光客を呼ぶことに関する賛否：ブラジル人住民との関係
　面接のなかで、大泉町をブラジルタウンとして、宣伝することに関して賛成の意見も少数であ
るが見られた。理由としては、「ブラジル人がこれだけ多い町は他にないから」というものも挙
げられたが、ほとんどは、多くは町の産業（工業）がだめになり、「他に何もないから」仕方な
くという消極的なものが多かった。
　また、賛成意見より、反対意見のほうが多く聞かれた。反対の理由として、４つの点が明らか
写真１
写真２
写真３
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になった。一つは、ブラジル人住民と普段全く交流がないため、自分達の町がブラジル人タウン
という意識が薄い、また意識はしていてもそれに対して、誇りをもっていないという点である。
面接参加者の一人は、いくらブラジル人比率が高くてマスコミなどで取り上げられても、実際の
生活のなかでは、ブラジル人との交流はほとんどないと述べた。面接参加者は、ブラジル人住民
と日本人住民の間では、生活時間の違いや商品の未払い、騒音問題などで対立することが少なく
なく、両者の間には彼らが引っ越してきた当時から壁があると繰り返し述べた。そのため、観光
事業を通して共に町を盛り上げていこうという雰囲気ではないという。また、商工会や観光協会
の会議へのブラジル人住民の参加はほとんどみられないという。また、別の面接参加者は、県外
からブラジル料理を目当てに大泉町を訪れる人はいるけれど、大泉町の住民は町内のブラジル料
理店に入ったことがない人が多いと説明した：
　　　 例えばブラジル料理ひとつ取ってもそうだと思うんですけど、ブラジル料理店が［町内に］
いっぱいあるんですけども行ったことない住民の方が大半だと思います。家族でご飯食べ
に行こうっていっても、ブラジル料理は絶対に行かない。なかなか行きづらい。
　また、別の理由として、ブラジル人住民に対して、良い感情を持っていないからという意見も
複数回出された。例えば、暮らしのなかでの騒音やごみ問題などでブラジル人との間にトラブル
を経験し、自分が住む町に「ブラジルタウン」というタイトルがつくことそのものに拒否反応を
示す人がいると複数の面接参加者が述べた：
　　　 今言った生活習慣の中でちょっとした町のゴミステーションの扱いとかそういうのも含め
るともう駄目って見切る人は結構いるんです。観光にその町の名前に挙げてほしくないぐ
らいに思ってしまう人が間違いなくいますよね。これだけいるとなかなか無視できないね。
　また、類似の意見として、ブラジル人住民に対して、マイナスなイメージを持っており、町を
ブラジルタウンとして売り出すことで、そのマイナスなイメージが町につくことを心配する意見
も出された。一人の面接参加者は、ブラジル人の子供たちが夜遅くまで外に出て騒いでいること
がよくあると述べ、「その子どもたちも育っていって、そういうことをするのが当たり前になっ
ていっちゃうのを懸念する人は多いかなと思います。だって無法地帯みたいなイメージがなっ
ちゃうんで。」と続けた。
　また、なぜ、町の観光資源が「ブラジル文化」であり、他の外国文化ではないのか、という意
見も分析を通して浮かび上がってきた。実際、平成22年実施の国税調査によれば、大泉町在住
の外国人住民としては、ブラジル人が3,678名で最多だが、他にもペルー人（660名）フィリピ
ン人（157名）中国人（146名）などが在住している。面接対象者からは、他の国からの移民も
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いるのだから、ブラジル文化にだけ焦点をあてるのは違和感がある、「多文化」として打ち出す
べき、または「南米」としてペルー文化も含めてはどうか、という意見が出された。一人の面接
参加者は、「国数にすると10何カ国はあるから、強くブラジルを出せば反発する町民もたぶんい
るんですよ。なんでいつもサンバなんだと。」と述べた。また、別の参加者も、「ブラジルで町お
こしっていうのを特定しちゃうと[観光客が]入ってこないでしょう。だから多国籍っていうこと
で寄せていかないと。」と話した。
　また、ブラジル文化などの外国人文化に頼らず、地元の農産物や史跡、自然、現存の工場を利
用するべき、という意見も出された。面接参加者の一人で、町の観光プランを立てる会議に何度
か出席している女性は次のように述べた：
　　　 ［大泉町は］緑の多い環境で、東京から近いけど利根川もあるし、スカイツリーラインの
延長線上で行くと、ハナマルキみそがあって雪印があってっていうこの絡んだ中でやって
いったらすごい観光になるよっていう考え方持ってんだけど、大泉町［観光協会］の人た
ちは日系ブラジルっていうようなことを考えているわけ。
（３）「彼ら」と「私たち」：二つのグループの間の境界線
　面接参加者は、ブラジル人住民に関することや、ブラジル文化を中心とした観光地化について
話すとき、度々自分達（日本人）とブラジル人の区別を強調した。例えば、ブラジル人住民の話
をするときは、「彼ら」「あの人達」「ブラジルさん」という呼称を使うのに対し、日本人住民の
話をするときは「日本人」「うちのほう」「僕たち」という呼称を使った。このことから、面接参
加者は、ブラジル人住民と自分達は、違うグループに属していると認識していることが分かる。
ブラジル人住民の多くが日系人であり「民族としてつながっている」（Tsuda 2003）ことを口に
した面接参加者は一人だけであった。また、別の面接参加者は、ブラジル人住民とのお祭りやイ
ベント時の騒音に関する摩擦について触れ、はっきりと、「［ブラジル人住民は］日本人とは違う
んですよ。多分違うんですよ、元から持っているものが、血がね。」と述べた。
（４）日本人住民への経済的還元の欠如
　ブラジル文化に焦点を当てた観光事業を行うことで、日本人住民や日本人事業主が町で社会的
に疎外感を感じる、また、日本人事業主には経済的な恩恵がほとんどない、という意見も聞かれ
た。面接参加者によると、大泉カルナバルやブラジル横丁街歩きといったブラジル文化を見せる
観光イベントに来る観光客は、ブラジルのものを扱う店舗やイベント会場のみで飲食や買い物を
するため、町全体、特に日本人が経営する店舗には経済的な利益はないという。面接参加者は、
繰り返し「[大泉カルナバルでは]日本のお店は何の恩恵も受けてない。利益につながるって思え
る人は、昔からある[日本人の]飲食店の人にはいないと思う」「ハトバスで来ていただいても結
丸　山　奈　穂
－ 66 －
局ブラジル関係だけ」「住民の生活のプラスにつながるかっていったら全然見えない。だから余
計大泉イコールブラジルって言われるのが大変いやだと思っている人もいる」と述べた。
　また、経済的な利益がないだけではなく、「町おこし」という名目のもとで、日本人事業主は、
労働力や資本を無償で提供することが少なくないという。例えば、年に一回実施される「大泉カ
ルナバル」では、その企画や資金調達、当日の運営までを日本人の事業主がボランティアで行う
という。そのうえで、カルナバルに出店するには、ブラジル人を含む外国人経営の店舗に優先権
があり、日本人経営の店舗は抽選で外れるなどして、出店できない店舗もあると述べ、現状に「否
定的である」と複数の面接参加者が述べた：
　　　 観光として発達させていくためには、やっぱりこの地域の方々の理解はもちろんですし、
あとは商売に繋がらなきゃ。ずっとボランティアというのは不可能だし今回先ほど言われ
たカンナバルにしても運営してる側が全部手弁当なわけじゃないですか。やっぱりそこで
自分たちがやろうって気持ちになるのは少なからずやはりそこに利害関係ができないと。
　別の面接参加者も「カルナバルやるのも毎年毎年身を削って疲れてきたと。一番困るのがスポ
ンサー資金面です。毎回騙し騙し。結局のところプラスでは残らないんですね。」と語った。また、
このイベントでは、参加者もブラジル人が多く、日本人住民は参加がしにくく、結果町おこしの
イベントとしては、長続きしないのではないか、という意見も聞かれた：
　　　 ［お客さんも］ブラジルのお客さんがすごく多いんですよ、僕からみたら。ブラジル系の
人ばかりいて日本人は１割くらいしかいなくてこれはちょっと問題じゃないかな。発展的
には、ちょっといきづまってくるんじゃないかと前から思ってるんですよ。
Ⅵ．考　察
　本研究では、群馬県邑楽郡大泉町の観光地化に焦点をあて、大泉町が「ブラジルタウン」とし
て観光地化される背景と、その観光地化が日本人とブラジル人という二つのエスニックグループ
の関係に与える影響について調査することを目的とした。分析の結果、大泉町の観光地化の背景
には、海外のケーススタディ（Aytar and Rath 2012; Drew 2011; Shaw, Bagwell, and Karmowska 
2004）と同様に、脱工業化があることが分かった。ただ、面接調査を通して、住民は、決して、
積極的に観光地化をサポートしている訳ではなく、消極的に推進している、もしくは反対してい
る人が多いことが分かった。
　また、観光地化に反対する主な理由として、ブラジル人住民と日本人住民の間に観光地化以前
から存在していた「壁」があることが分かった。日本政府は、日系ブラジル人を「文化的に日本
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に同化し易い」として、積極的に受け入れたものの、実際の生活の中では対立が長く続いている。
Jamison（1999）が、多民族社会における観光開発は、すでに存在する民族間の対立もしくは
協力関係を促進する役目を持つと述べている通り、大泉町では、町をブラジルタウンとして宣伝
するという活動をきっかけに、その対立が緩和されるのではなく、深まったといえよう。
　また、観光地化に反対するもう一つの理由として、日本人住民への経済的還元の欠如が挙げら
れた。Jamison（1999）は、観光産業が外国人街に参入することで、その利益を巡って、民族
間の競争が激しくなることも考えられると述べている。また、Henderson（2003）は、外国人
街が観光地化されたとき、全国展開するチェーン店が参入して、地域の外国人住民の店舗が営業
をつづけられなくなる弊害を指摘している。しかし、大泉町の場合は、この逆の現象が起こって
いるといえよう。つまり、ブラジル人が営業する店舗に主な利益が回り、一方のマジョリティグ
ループ（日本人）は労働力を提供しても恩恵は受けていないという、不均衡な状態であるといえ
よう。
　本文でも述べたように、大泉町はまだ観光地化されて間もなく、観光開発としては、初期の段
階にあるといえよう。そこで、今後の研究として、観光地化が進んでいる外国人街（横浜中華街
や、新大久保の韓国人街等）で同様の分析を蓄積していくことが不可欠である。また、本研究で
は、日本人の事業主を対象にしたが、今後の研究では、日本人一般住民およびブラジル人住民の
考えを探ることも必要である。また、量的研究を用いて、住民の考えを検証することも今後の課
題として挙げられる。今後日本でも外国人住民が増加することが予想されるなか、観光活動を通
じて、どのように日本人住民と外国人住民の協力関係を築くことができるか考察を深めることが
今後の課題である。
（まるやま　なほ・高崎経済大学地域政策学部講師）
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